ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管基準について
　ポリ塩化ビフェニル廃棄物（以下「PCB廃棄物」という。）は、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律（以下「法」という。）により、特別管理産業廃棄物として生活環境の保全上支

障のないように保管しなければならないことになっています。（法第１２条の２第２項）
　法で定められたPCB廃棄物の保管基準は次のとおりです。（法施行規則第８条の１３）

１　周囲に囲い（PCB廃棄物の荷重が直接囲いにかかる場合は構造耐力上安全であるもの

　に限る。）が設けられている場所で保管すること。
２　見やすい箇所に次の要件を備えた掲示板が設けられていること。

　(１)縦及び横それぞれ６０センチメートル以上であること。

　(２)特別管理産業廃棄物の保管の場所である旨を表示していること。

　(３)保管する特別管理産業廃棄物の種類を表示していること。

　(４)保管の場所の管理者の氏名又は名称及び連絡先を表示していること。
　 [例]

PCB廃棄物保管場所
　　　　　　　　PCB廃棄物の種類：○○○○

　　　　　　　　関係者以外の取扱を禁止する。

　　　　　　　　管理責任者○○○○　連絡先○○○○
なお、PCB廃棄物を適切に管理・保管するためには、当該廃棄物にPCBが含有されて

いることを事業者自身が認識できるようにしておくことが必要です。このためには、耐久

性のある材質が用いられたラベルを当該廃棄物の見やすい箇所に貼ることが有効です。

　　[例]  　

PCB

           　（移動禁止）

　　　　　　本製品にはPCBが

　　　　　　含まれています。

３　保管している場所からPCB廃棄物が飛散し、流出し、及び地下に浸透し、並びに悪臭
　が発散しないような措置を講ずること。
４　PCB廃棄物に他の物が混入しないよう仕切りを設ける等必要な措置を講ずること。

５　PCB廃棄物を容器に入れ密封する等揮発の防止に必要な措置及び高温にさらされない

ために必要な措置を講ずること。

６　PCB廃棄物の腐食の防止のために必要な措置を講ずること。

７　保管している場所にねずみが生息し、及び蚊、はえその他の害虫が発生しないように

　すること。
